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2025年 5月 31日現在
●組合員数
　………………　21,421名
●出資金
　…………　875,723千円
●1組合員平均
　………………　40,881円

　80
年
前
の
４
月

12
日
、
郡
山
駅
に

近
い
保
土
谷
化
学

工
場（
軍
監
理
）が

米
軍
の
集
中
爆
撃

に
よ
り
学
徒
動
員
さ
れ
て
い
た
女
子
学
生
を

含
む
４
６
０
人
が
亡
く
な
り
、
近
辺
は
焼
土

と
化
し
ま
し
た
。

　毎
年
４
月
12
日
そ
の
爪
跡
を
た
ど
り
、
戦

争
を
語
り
継
ぐ
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
る
伊

藤
洋
さ
ん
（
郡
山
地
域
の
戦
争
と
平
和
を
考

え
る
会
代
表
）は「
年
々
、
空
襲
体
験
を
語
り

継
ぎ
、共
有
し
て
い
く
の
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て

第
60
回 

通
常
総
代
会

　
　
　開
催
さ
れ
る

《
組
合
員
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

「
医
療
生
協
の【
班
活
動
】を
大
切
に
、誰
も
が

参
加
で
き
る【
班
づ
く
り
】を
広
げ
、組
合
員
と

と
も
に
健
康・安
心・つ
な
が
り
を
つ
く
ろ
う
！
」

　６
月
22
日
（
日
）
け
ん
し
ん
郡
山
文
化
セ
ン

タ
ー
で
１
８
５
名
の
総
代
参
加
の
も
と
開
か
れ
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
目
標
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　○
仲
間
ふ
や
し

　
　
　
　９
０
０
人

　○
増
資
運
動

　
　
　
　
　６
，
５
０
０
万
円

　○
班
づ
く
り

　
　
　
　
　30
班

　○
班
会
開
催

　
　
　
　
　１
，
８
０
０
回

　○
健
康
診
断
受
診
運
動

　３
，
２
０
０
人

　○
機
関
紙
配
付
率

　
　
　70
％

　○
担
い
手
づ
く
り

　支
部
運
営
委
員

　60
人

機
関
紙
配
付
者

　100
人

郡
山
医
療
生
活
協
同
組
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役
員
一
覧
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理

　事 

》
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又
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専
務
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会
田
タ
ケ
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新
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市
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伊
東
香
代
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小
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一

◆ 

小
抜
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小
野
寺
ヒ
ロ
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國
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　徳
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齊
藤

　正
俊
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三
瓶
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夫

◆ 

嶋
崎
マ
サ
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◆ 

高
橋

　健
一

◆ 

武
田

　悦
子

◆ 

橋
本

　照
子

◆ 

橋
本
真
佐
代（
新
）

◆ 

濱
尾

　直
美

◆ 

福
田
あ
つ
子

◆ 

星
野
の
り
子

◆ 

吉
川

　久
志

◆ 

吉
川

　佳
子

《 

監

　事 

》

◆ 

菅
野

　
　隆

◆ 

國
分

　重
信

◆ 

鈴
木

　義
雄

き
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

『
あ
ん
ぱ
ん
』
が
少
年
少
女
、
国
民
が
軍
国
主

義
に
染
め
ら
れ
て
い
く
過
程
が
話
題
に
な
り

ま
し
た
。戦
争
は
自
由
、
人
権
、
く
ら
し
を
奪

い
、人
々
に
と
っ
て
は
何
ひ
と
つ
い
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
」

戦
争
は
何
を
も
た
ら
し
た
か

　そ
し
て
今
年
は
反
戦
を
宣
言
し
た
日
本
国

憲
法
が
施
行
さ
れ
て
78
年
で
す
。伊
藤
さ
ん

は
「
い
ま
改
憲
の
動
き
や
防
衛
費
の
膨
張
が

危
惧
さ
れ
ま
す
。戦
争
の
反
省
か
ら
生
ま
れ

た
現
憲
法
を
為
政
者
や
公
務
員
は
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
立
場
な
は
ず
。知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に〝
戦
争
〞が
後
ろ
に
立
っ
て
い
た

な
ど
と
二
度
と
な
い
よ
う
に
」
と
警
鐘
を
な

ら
し
ま
す
。

　世
界
的
に
戦
争
や
分
断
・
格
差
が
広
が
っ

て
い
る
い
ま
、
医
療
生
協
の
「
健
康
を
つ
く

る
。平
和
を
つ
く
る
。い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ

く
る
。」
の
理
念
を
行
動
に
移
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

＊

　＊

　＊

　＊

　＊

　　総
代
会
で
坪
井
理
事
長
よ
り
「
平
和
の
礎

―

憲
法
九
条

　憲
法
二
十
五
条
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
」
設
置
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。実
現

に
向
け
て
力
を
結
集
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

戦
争
の
反
省
か
ら

生
ま
れ
た
日
本
国
憲
法

伊藤洋さん

　そ
れ
は
70
年
前
、中
学
１
年
の
と
き
だ
っ
た
。

図
工
の
授
業
で
、
佐
藤
昭
一
先
生
か
ら
見
せ
ら

れ
た
絵
が
、
ピ
カ
ソ
の
ゲ
ル
ニ
カ
だ
っ
た
。こ
れ

が
天
才
画
家
の
絵
な
の
か
「
？
」
だ
っ
た
。そ
の

「
？
」を
取
り
除
く
た
め
に
、旅
に
で
た
。

　１
９
３
７
年
４
月
26
日
、
ド
イ
ツ
空
軍
と

イ
タ
リ
ア
空
軍
に
よ
る
史
上
初
の
無
差
別
爆

撃
（
地
上
の
人
々
が
築
き
育
ん
で
き
た
す
べ
て

の
も
の
を
破
壊
し
尽
く
す
）
を
受
け
た
ス
ペ
イ

ン
北
部
の
小
さ
な
町
ゲ
ル
ニ
カ
で
実
物
大
の

「
ゲ
ル
ニ
カ
」の
壁
画
、
そ
し
て
、
マ
ド
リ
ー
ド

の
ソ
フ
ィ
ア
王
妃
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
パ
ブ
ロ
・

ピ
カ
ソ
の
「
ゲ
ル
ニ
カ
」
の
実
物
を
つ
い
に

鑑
た
。そ
れ
は
大
き
か
っ
た
。そ
し
て
そ
れ

は
、痛
み
、悲
し
み
、怒
り
、絶
望
、悲
惨
、あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
負
の
感
情
の
爆
発
だ
っ
た
。

　ゲ
ル
ニ
カ
無
差
別
爆
撃
の
１
年
８
ヶ
月
後
、

日
本
は
、
中
国
の
重
慶
を
無
差
別
爆
撃
し
た
。

さ
ら
に
、米
軍
は
、日
本

中
の
都
市
を
爆
撃
し
、

つ
い
に
は
究
極
の
無
差

別
爆
撃
、
広
島
、
長
崎

に
原
爆
を
投
下
し
た
。

ド
イ
ツ
は
ゲ
ル
ニ
カ
に

謝
罪
し
た
そ
う
だ（
イ
タ

リ
ア
は
未
だ
し
て
い
な

い
） 。そ
し
て
日
本
と
ア

メ
リ
カ
は…
。

増 

子 

秋 

男 （
郡
山
市
）

増 

子 

秋 

男 （
郡
山
市
）

平
和
へ
の
思
い
よ
り
強
く

〝い
つ
か
来
た
道
へ
〟戻
ら
せ
な
い
！

戦後

80年

私
は
赤
ん
坊
だ
っ
た
か
ら
知
ら
な
い

７
人
の
子
ど
も
を
の
こ
し
て

兵
隊
に
行
っ
た
父
の
こ
と
を

遠
く
の
駅
か
ら
聞
こ
え
る
汽
笛

じ
っ
と
耳
を
澄
ま
し
て
帰
っ
て
来
る

靴
音
を
待
ち
続
け
た
母

父
は
帰
っ
て
は
こ
な
か
っ
た

戦
後
80
年
　
い
つ
か
来
た
道
に

い
ま
踏
み
込
ん
で
い
な
い
か…

共
に
考
え
　
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。
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～医療生協のサービス付き
高齢者住宅「なのはな」～

介護保険事業部より

サービス付き高齢者住宅なのはな　電話 024－953－4005
お問合せ先

安心した老後の生活を支援します。
見学も随時承っておりますので、お気軽にお問合せ下さい。

●65歳以上で介護認定を受けている方
●３食付きで入浴可
●必要に応じて介護サービスの利用も可（定期巡回・随時対応
型訪問介護看護、デイサービス）

●用途に応じて郡山医療生協で行っている他の介護サービス
なども利用可

●体調を崩しても桑野協立病院のサポートを受けられる

桑野協立病院インフォメーション

　水痘帯状疱疹ウィルスは、水痘（みずぼうそう）が治ったあとも感覚
神経に潜んでいます。加齢や過労などで免疫力が低下すると増殖を開
始し、感覚神経に沿って皮膚に帯状疱疹を発症することがあります。

帯状疱疹について

桑野協立病院　電話 0 2 4－9 3 3－5 4 2 2
お問合せ先

（桑野協立病院看護部　保健活動委員会）

症状
　皮膚の発疹などの症状が出る数日～1週間ほど前から、ピリ
ピリとした皮膚の痛みが起こります。帯状疱疹を発症すると、
水疱と紅斑が帯状に広がります。強い痛みを伴うことが多く、3
～4週間ほど続きます。皮膚症状が治った後も、数か月から数年
にわたって痛みが続くことがあります（帯状疱疹後神経痛）。

発症部位
　帯状疱疹は多くの場合、体の片側に帯のように発疹などが
現れます。症状が出る部位は胸や背中が多く、顔やお腹、手足
などに発症することもあります。

治療（症状が出始めたら早めの受診を）
●抗ウイルス薬　●鎮痛剤　●塗り薬

予防
●健康的な生活習慣
●ワクチン接種
　※対象者は50歳以上。
　　市町村により異なりますが助成制度があります。

桑野ヘルパーステーション事業終了のお知らせ

　訪問介護事業所・桑野ヘルパーステーションは、2025年4月末を
もって事業を終了させて頂きました。郡山医療生協では、2000年
から開始される介護保険制度を見据えて、2000年以前からヘル
パー養成講座を積極的に開催し、制度発足と同時にヘルパース
テーションの事業を開始しました。その後25年間、多くのご利用者
に支えられ事業を続けてきましたが、職員体制を維持することが
困難となり、事業を終了せざるを得なくなりました。これまでご利
用いただきましたこと、関係職員一同心より御礼申し上げます。

　なお、介護職員の不足は全国的にも深刻さを増しており、特に
訪問介護については、事業所が１つもない市町村等も拡大、「保険
あって介護なし」の事態がいよいよ深刻化しています。権利として
の介護保障や、ケアが大切にされる社会を目指し、参議院選挙も
視野に、地域に訴えていかなければなりません。

出資高通知の発行頻度変更のお知らせ
　現在、郡山医療生協では組合員から増資が寄せられる度に、出
資高通知を発行していますが、今後は、紙資源の削減や業務効率
化の観点から、全組合員を対象とした年１回（７月）の出資高通知
発送に変更いたします。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

郡山医療生協 組織部　電話 024－923－6212
お問合せ先

保健活動委員会より

年に一度は健康診断を!!

桑野協立病院　健康管理部　電話 024－923－6177
組織部　電話 024－923－6212

ご予約・お問合せ

 「最近ちょっと疲れやすいかも…」
 「なんとなく不安だけど、大丈夫だろうか？」

─そんなあなたにこそ、健康診断がおすす
めです。自覚症状がなくても、体は変化を始
めているかもしれません。

●組合員の皆さんが桑野協立病院で健康診断を受診すると、自治
体健診では調べない13項目（造血機能検査や炎症反応、尿中塩
分量など）を無料で追加。より詳しくチェックできます。
●組合員ならオプション検診（腹部エコー・動脈硬化・眼科など）を
組合員価格で受けられる特典も！

　「自分の健康」を守る第一歩として、ご家族やご友人と一緒に、
健康診断を受けましょう。

社会保障・平和活動委員会より

第６回 平和展開催のお知らせ
「祈る平和からつくる平和へ」
【日時】 2025年８月２日（土）10：00～15：00
　　　　　　８月３日（日）10：00～14：00

　戦後80年、戦争の悲惨さや平和の大切さを次世代に伝えるととも
に平和について考えるきっかけにしよう！

郡山医療生協 組織部　電話 024－923－6212
お問合せ先

◆「高齢者の補聴器問題」学習
会に興味があります。班会で
講師をお願いするにはどうす
ればよいか教えてください。

（89歳女性 巳六段）

◆組合員の皆様一人ひとり
健康で長生きできるよう、生
きがいを感じながら活動し
ている様子が紙面からくみ
とることができ感服してお

ります。毎回の紙面が楽しみ
です。 （85歳男性 安原町）

◆「みんなの健康」を見た翌
日に病院で西村Drをお見か
けしました。タンザニア～福
島と決断の連続のような人
生のお話をうかがえる機会
をたのしみにしております。 

（67歳女性 富田町）

読者からの声
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　○に入る答えと、住所・氏名・年齢・電話番号・紙面の感想・近況（掲載させて頂く
場合があります）などを、ハガキに書いてどしどしご応募ください。正解者の中か
ら抽選で記念品を差し上げます。　《 締切 》  2025年８月31日 消印有効

宛
先
〒963-8034　郡山市島二丁目９－１８

郡山医療生活協同組合　組織部　みんなの健康クイズ係 宛

みんなの健康クイズ

前回のみんなの健康クイズの答えは 「 伝言館 」 でした。

　より豊富な項目を受けることができる桑野
協立病院の健康診断。自治体健診では調べない
○○項目の検査を無料で追加しています。　

問  

題

答え：「○○」
※答えは紙面のどこかにありますよー

《お問合せ先》 組織部
電話 024－923－6212

郡山医療生協や桑野協立病
院からの情報をお届けして
います。ぜひ、友達登録、フォ
ローをお願いします。
（掲載内容は全て同じ）

■
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

■
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

■
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

生き生き組合員活動！
白河支部30周年記念誌完成
　1995年７月に支部結成した白河支部は
2025年７月で30周年。20周年から30周
年にかけての歩みをまとめた記念誌が完成
しました。
　地域とともに築いてきた歴史を振り返
り、未来への一歩を踏み出す力となる一冊
になりました。

　５月31日（土）郡山市労働福祉会館で開催し109名が参加。はじめに、組織部から班活動
が健康や人とのつながりに与える科学的な効果について話しがありました。
　その後、大成支部セラバンド班、白河支部ねむの木班、さくら支部太極拳愛好会、１支部
環境整備班から明るく楽しい日頃の活動を発表。展示＆体験コーナーでは、モルックやスク
エアステップなどを体験したり、手芸・折り紙・習字の素敵な作品を鑑賞したりと笑顔があ
ふれ「うちの班でもやってみたい！」との声もたくさん。交流タイムでは活動や悩みを語り合
い、最後はリハビリテーション科作成の「365歩のマーチ体操」で元気に締めくくりました。

新班紹介「えみ（笑）の会」（逢瀬支部）
班長：渡邉スミ江さん
　“健康で笑顔でいられるとい
いね”ということで「えみ(笑)の
会」と名付けました。毎月第２
水曜日午前中に河内ふれあい
センターで行っています。
　趣味の会としてスタートし
ましたが、ワイワイおしゃべり
をしながら学習して楽しく取り組んでいこうと思います。

事業所利用委員会より

○
採
血
室
に
カ
ル
テ
を
AM
８
：
50
に
提
出
、採
血
待

ち
時
間
45
分
で
す
。待
っ
て
い
る
間
、後
か
ら
受
診

票
を
出
し
た
人
が
先
に
採
血
し
て
い
ま
し
た
。ど

う
い
う
事
情
で
こ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

◆
こ
の
た
び
は
、説
明
不
足
の
う
え
、お
待
た
せ
を

し
て
し
ま
い
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。処
置
室
で
は
受
診
票
が
提
出
さ
れ
た
順
番
で

は
な
く
、医
事
課
受
付
で
の
受
付
番
号
順
に
お
呼

び
す
る
た
め
、あ
と
か
ら
受
診
票
を
出
さ
れ
た
方

を
先
に
お
呼
び
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。体
調
が

悪
く
、緊
急
性
の
あ
る
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、患
者
さ
ま
の
緊
急
対
応
で
待
ち
時
間
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、表
示
板
で
お
知
ら
せ
す
る
よ

う
に
い
た
し
ま
し
た
。待
ち
時
間
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、い
つ
で
も
職

員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

投
書
の
回
答

虹
の

箱

虹
の

箱

○
予
約
な
し
だ
と
３
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。

具
合
が
悪
い
時
は
よ
り
悪
化
す
る
。他
の
病
院
で

は
、そ
ん
な
時
、写
真
が
飾
っ
て
あ
っ
た
り
、季
節
感

が
あ
る
木
や
花
、展
示
物
が
あ
り
、待
っ
て
い
る
イ

ラ
イ
ラ
も
、少
し
は
軽
く
な
り
ま
す
。ど
う
か
患
者

さ
ん
が
待
っ
て
い
る
間
、気
持
ち
良
く
待
て
る
よ

う
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り
を
工
夫
し
て
欲
し
い
。

◆
お
声
掛
け
も
せ
ず
３
時
間
も
お
待
た
せ
し
て
し
ま

い
、本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。感
染
予

防
の
た
め
に
展
示
物
な
ど
を
差
し
控
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
、患
者
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

院
内
の
環
境
づ
く
り
の
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
３
階
病
棟
の
個
室
病
床
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

い
る
カ
ビ
が
気
に
な
り
ま
す
。

◆
ご
指
摘
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。清
掃
業
者

に
依
頼
し
、定
期
的
に
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
は

清
掃
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。今
後
は
エ
ア
コ
ン

本
体
に
つ
い
て
も
、定
期
的
に
点
検
・
清
掃
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

班活動交流集会を開催



◆「高齢者の補聴器問題」学習
会に興味があります。班会で
講師をお願いするにはどうす
ればよいか教えてください。

（89歳女性 巳六段）

◆組合員の皆様一人ひとり
健康で長生きできるよう、生
きがいを感じながら活動し
ている様子が紙面からくみ
とることができ感服してお

ります。毎回の紙面が楽しみ
です。 （85歳男性 安原町）

◆「みんなの健康」を見た翌
日に病院で西村Drをお見か
けしました。タンザニア～福
島と決断の連続のような人
生のお話をうかがえる機会
をたのしみにしております。 

（67歳女性 富田町）

読者からの声
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　○に入る答えと、住所・氏名・年齢・電話番号・紙面の感想・近況（掲載させて頂く
場合があります）などを、ハガキに書いてどしどしご応募ください。正解者の中か
ら抽選で記念品を差し上げます。　《 締切 》  2025年８月31日 消印有効

宛
先
〒963-8034　郡山市島二丁目９－１８

郡山医療生活協同組合　組織部　みんなの健康クイズ係 宛

みんなの健康クイズ

前回のみんなの健康クイズの答えは 「 伝言館 」 でした。

　より豊富な項目を受けることができる桑野
協立病院の健康診断。自治体健診では調べない
○○項目の検査を無料で追加しています。　

問  

題

答え：「○○」
※答えは紙面のどこかにありますよー

《お問合せ先》 組織部
電話 024－923－6212

郡山医療生協や桑野協立病
院からの情報をお届けして
います。ぜひ、友達登録、フォ
ローをお願いします。
（掲載内容は全て同じ）

■
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

■
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

■
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

生き生き組合員活動！
白河支部30周年記念誌完成
　1995年７月に支部結成した白河支部は
2025年７月で30周年。20周年から30周
年にかけての歩みをまとめた記念誌が完成
しました。
　地域とともに築いてきた歴史を振り返
り、未来への一歩を踏み出す力となる一冊
になりました。

　５月31日（土）郡山市労働福祉会館で開催し109名が参加。はじめに、組織部から班活動
が健康や人とのつながりに与える科学的な効果について話しがありました。
　その後、大成支部セラバンド班、白河支部ねむの木班、さくら支部太極拳愛好会、１支部
環境整備班から明るく楽しい日頃の活動を発表。展示＆体験コーナーでは、モルックやスク
エアステップなどを体験したり、手芸・折り紙・習字の素敵な作品を鑑賞したりと笑顔があ
ふれ「うちの班でもやってみたい！」との声もたくさん。交流タイムでは活動や悩みを語り合
い、最後はリハビリテーション科作成の「365歩のマーチ体操」で元気に締めくくりました。

新班紹介「えみ（笑）の会」（逢瀬支部）
班長：渡邉スミ江さん
　“健康で笑顔でいられるとい
いね”ということで「えみ(笑)の
会」と名付けました。毎月第２
水曜日午前中に河内ふれあい
センターで行っています。
　趣味の会としてスタートし
ましたが、ワイワイおしゃべり
をしながら学習して楽しく取り組んでいこうと思います。

事業所利用委員会より

○
採
血
室
に
カ
ル
テ
を
AM
８
：
50
に
提
出
、採
血
待

ち
時
間
45
分
で
す
。待
っ
て
い
る
間
、後
か
ら
受
診

票
を
出
し
た
人
が
先
に
採
血
し
て
い
ま
し
た
。ど

う
い
う
事
情
で
こ
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

◆
こ
の
た
び
は
、説
明
不
足
の
う
え
、お
待
た
せ
を

し
て
し
ま
い
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

た
。処
置
室
で
は
受
診
票
が
提
出
さ
れ
た
順
番
で

は
な
く
、医
事
課
受
付
で
の
受
付
番
号
順
に
お
呼

び
す
る
た
め
、あ
と
か
ら
受
診
票
を
出
さ
れ
た
方

を
先
に
お
呼
び
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。体
調
が

悪
く
、緊
急
性
の
あ
る
方
を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
、患
者
さ
ま
の
緊
急
対
応
で
待
ち
時
間
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、表
示
板
で
お
知
ら
せ
す
る
よ

う
に
い
た
し
ま
し
た
。待
ち
時
間
に
つ
き
ま
し
て
、

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、い
つ
で
も
職

員
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

投
書
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答
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の

箱

虹
の

箱
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感
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る
木
や
花
、展
示
物
が
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、待
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る
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ラ
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も
、少
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は
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す
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間
、気
持
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る
空
間
づ
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を
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て
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い
。
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掛
け
も
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ず
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時
間
も
お
待
た
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て
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ま

い
、本
当
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。感
染
予

防
の
た
め
に
展
示
物
な
ど
を
差
し
控
え
て
き
ま
し
た
。

今
後
、患
者
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

院
内
の
環
境
づ
く
り
の
検
討
を
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て
ま
い
り
ま
す
。

○
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病
棟
の
個
室
病
床
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

い
る
カ
ビ
が
気
に
な
り
ま
す
。

◆
ご
指
摘
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。清
掃
業
者

に
依
頼
し
、定
期
的
に
エ
ア
コ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
は

清
掃
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。今
後
は
エ
ア
コ
ン

本
体
に
つ
い
て
も
、定
期
的
に
点
検
・
清
掃
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

班活動交流集会を開催



専
門
性
の
高
い
使
い
方
を
知
ら
せ

る
よ
う
な
漢
方
内
科
が
必
要
で
は

な
い
か
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

ー
・
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　多
忙
を
極
め
る
勤
務
医
で
す

が
、癒
し
は
自
宅
で
育
て
る
水
耕

栽
培
。バ
ジ
ル
や
レ
タ
ス
な
ど
小

さ
な
種
を
ス
ポ
ン
ジ
に
蒔
き
発

芽
を
待
っ
て「
出
て
き
た
！
伸
び

て
き
た
！
」「
こ
れ
が
癒
し
な
ん
で

す
」と
ニ
ッ
コ
リ
笑
顔
。歴
史
も
大

好
き
で
会
津
は
も
ち
ろ
ん
、郡
山

の
歴
史
に
も
造
詣
が
深
い
高
橋

先
生
。「
協
立
病
院
は
大
先
輩
の

方
々
が
多
い
の
で
い
ろ
い
ろ
教
え

て
も
ら
え
て
信
頼
で
き
、医
局
は

と
て
も
い
い
雰
囲
気
」「
内
視
鏡

も
や
れ
嬉
し
い
」と
好
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
末

永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
國
分
、星
野
）
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　今
年
４
月
か
ら
桑
野
協
立
病

院
で
勤
務
を
ス
タ
ー
ト
し
た
高
橋

医
師
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

ー
・
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　医
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

は
何
で
す
か
の
問
い
に「
シ
ュ
バ

イ
ツ
ァ
ー
博
士
の
伝
記
を
読
ん

で
」と
即
答
。北
海
道
富
良
野
で

生
ま
れ
札
幌
市
で
育
っ
た
先
生

は
、幼
少
期
か
ら
本
に
囲
ま
れ
た

生
活
。毎
月
定
期
購
読
の
少
年

少
女
世
界
名
作
全
集
が
届
き
、

小
学
校
１
年
生
で『
シ
ュ
バ
イ

ツ
ァ
ー
博
士
』に
出
会
い
、強
く

心
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。幼
い

な
り
に
未
開
発
の
ア
フ
リ
カ
・
ガ

ボ
ン
共
和
国
で
50
年
以
上
も
医

師
と
し
て
医
療
に
命
を
懸
け
ら

れ
た
生
き
方
、ま
た
音
楽
を
愛
す

る
人
間
性
豊
か
な
生
き
方
に
も

憧
れ
ま
し
た
。「
私
た
ち
の
世
代

は
伝
記
か
ら
影
響
を
受
け
る
こ
と

は
大
で
し
た
よ
」と
笑
い
な
が
ら

言
い
ま
す
。更
に
高
校
生
の
時
に

病
気
入
院
し
た
経
験
か
ら
医
学
へ

の
道
に
考
え
が
固
ま
り
、北
海
道

大
学
で
医
学
を
学
び
ま
し
た
。

ー
・
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　大
学
卒
業
後
は
ぜ
ひ
地
域
医

療
を
と
の
考
え
か
ら
、離
島
や
僻

地
医
療
に
力
を
注
ぐ
病
院
で
研

鑽
を
積
み
、救
急
医
療
・
内
科
・
外

科
な
ど
経
験
す
る
中
で
、医
療
の

基
本
は
内
科
！
と
実
感
。東
北
大

学
関
連
病
院
で
長
ら
く
内
科
医

長
と
し
て
多
忙
な
生
活
を
送
っ
て

き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
も
自
分

自
身
の
勉
強
の
た
め
、多
く
の
専

門
医
や
認
定
医
の
資
格
取
得
に

も
挑
戦
し
、総
合
内
科
・
消
化
器

内
視
鏡
・
麻
酔
科
な
ど
多
数
取

得
。穏
や
か
な
笑
顔
の
中
に
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
と
内
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。

ー
・
ー
・
ー
・
ー
・
ー

　ま
た
、我
が
子
の
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
治
療
の
た
め
一
緒
に
プ
ー

ル
教
室
に
通
う
な
ど
寄
り
添
っ
て

き
ま
し
た
が
な
か
な
か
効
果
が
出

ず
、副
作
用
の
少
な
い
東
洋
医
学

の
漢
方
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

２
年
間
ほ
ど
漢
方
を
処
方
し
て

効
果
が
出
た
こ
と
を
確
か
め
、遂

に
は
漢
方
内
科
専
門
医
の
資
格

も
取
得
。仙
台
市
内
の
病
院
で
漢

方
内
科
医
長
、同
時
に
東
北
大
で

先
進
漢
方
治
療
医
学
講
座
の
非

常
勤
講
師
も
務
め
ま
し
た
。そ
れ

だ
け
に
、現
在
の
医
療
保
険
か
ら

漢
方
外
し
の
動
き
が
あ
る
こ
と
に

大
い
に
不
満
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
安
易
に
買
っ

て
使
う
の
で
は
な
く
、医
師
か
ら

虹をかける

シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
博
士
に
憧
れ
て高

橋
里
実
先
生

た
か
は
し

さ
と
み

医
療
生
協
の
法
律
相
談

場
合
に
は
、
８
日
以
内
と
い
う
期

間
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、解
除

申
出
を
し
た
日
付
が
重
要
に
な

り
ま
す
。で
き
れ
ば
内
容
証
明
郵

便
な
ど
で
業
者
に
対
し
て
解
除
の

通
知
を
書
面
で
送
る
こ
と
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

　も
し
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
で

き
る
期
間
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い

る
場
合（
あ
る
い
は
そ
も
そ
も

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
対
象
外
の
場

合
）に
は
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
に
基

づ
く
解
除
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

訪
問
業
者
と
交
わ
し
た
契
約
に

基
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。契
約

書
の
な
か
に
記
載
さ
れ
て
い
る
解

除
し
た
場
合
の
処
理
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

弁
護
士
法
人
け
や
き
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
武
村
　
陽

　訪
問
業
者
と『
屋
根

修
理
』の
契
約
を
交
わ
し

ま
し
た
が
、別
の
業
者
の

見
積
も
り（
見
立
て
）か
ら
比
べ
る

と
ず
い
ぶ
ん
と
高
額
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　訪
問
業
者
と
の
契
約
を
解
約
し

た
い
の
で
す
が
、ど
の
よ
う
な
手
続

き
を
す
れ
ば
良
い
で
す
か
？

Ｑ

　屋
根
修
理
工
事
に
つ

い
て
は
、突
然
自
宅
を
訪

れ
た
業
者
と
契
約
を
交

わ
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
に
よ
る
解
約
が
可
能

か
も
し
れ
ま
せ
ん（
自
宅
に
業
者

を
呼
ん
で
契
約
を
結
ん
だ
よ
う
な

場
合
に
は
解
約
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
）。

　法
定
書
面
と
よ
ば
れ
る
特
商
法

５
条
に
定
め
る
内
容
が
記
載
さ
れ

て
い
る
文
書
の
交
付
を
受
け
て
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
に
よ
っ
て
契
約
を
解
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
に
よ
る
解
除
を
申
し
出
る

Ａ

　
医
療
生
協
で
は
、無
料
法
律
相
談

を
毎
月
第
２
水
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す（
夕
方
４
時
か
ら
）。ご
希
望
の

方
は
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

組
織
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２
３
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契
約
は
慎
重
に

郡山医療生協
事業所の
ご案内

桑 野 協 立 病 院
ア イ メ イ ト く わ の
桑野介護保険センター
桑野訪問看護ステーション
ひまわりの家デイサービスセンター

933-5422
923-6166
923-6165
923-6174
943-1061

サービス付高齢者住宅「なのはな」
定期巡回随時対応型訪問介護看護事業所なのはな
デイサービスセンターなのはな
グループホームひなたぼっこ
小規模多機能居宅介護ひなたぼっこ

953-4005
953-4005
953-4006
983-6147
983-6147

ふれあいデイサービスセンター
桑の実デイサービスセンター
桑野協立病院通所リハビリテーション
桑野協立病院訪問リハビリテーション

923-6219
923-6219
923-6275
933-5422

※事業所の電話の市外局番はいずれも（024）

材料（4人分）
豚小間切れ肉・・・・・・・・300g
きゅうり・・・・・・・・・・・・・・４本
塩・胡椒・・・・・・・・・・・・各少々
サラダ油・・・・・・・・・大さじ２

ニンニク、ショウガ（各み
じん切り）・・・・・・各１かけ
味噌・・・・・・大さじ1と1/2
酒・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
砂糖、豆板醤・・・・・各小さじ１

Ⓐ

作 り 方

① 豚肉はひと口大に切り、
塩、胡椒で下味をつけ
る。きゅうりはたたいて
乱切りにする。

② フライパンにサラダ油大さじ１を中火で熱し
①のきゅうりを炒める。食べてみて中まで温
まっていたら取り出す。

③ ②のフライパンにサラダ油大さじ１を足して
ニンニクとショウガを入れ弱火にかける。
香りが立ったら①の豚肉を入れ、強めの中火
で炒める。肉に火が通ったら②を戻し入れ、
合わせたⒶを加えてさっと炒め合わせる。

　ふんだんに出回る夏野菜・きゅうりとビタミンＢ１
を多く含む豚肉を使って夏バテを吹き飛ばそう。

豚こまときゅうりの
ピリ辛みそ炒め

私の

おすすめ料理
管理栄養士　増子 清子

食欲の
ない時でも

機関紙「みんなの健康」
配付協力者を募集しています！
「みんなの健康」は組合員の皆さんの協
力で手配りされています。現在、配付さ
れていない地域もあるため協力者を募
集しています。
《連絡先》 電話 ０２４－９２３－６２１２（組織部）

編
集
後
記

　６年ぶりに開催された班活動交流
集会。参加者の明るい笑顔に日頃生
き生きとした班活動が行われている
ことが感じられる。一人では続かな
い健康づくりも仲間と一緒なら継続
できる！！しかし、登録班数の半分も
実施していないのが現状。今年は班
活動がスローガンに掲げられている。
大いに広げて、健康・安心・つながり
をつくりたいもの。（Ｈ）

組合員転居時の
住所変更連絡のお願い

住所を変更された場合は
ご連絡ください。

《連絡先》 組織部
TEL ０２４－９２３－６２１２
FAX ０２４－９２３－６９２１


